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令和３年度 附属学校研究支援・特色化にかかわる事業実施報告書

事業の名称 グローバルな視点を基にした小・中・ふじのめ学級連携教育

事業実施代表者名 附属札幌小学校長 高久 元・附属札幌中学校長 萬谷 隆一

実施附属学校名 附属札幌小学校・中学校・特別支援学級（ふじのめ学級）

事業内容

（実施内容について、

1,000 字程度で記述）

本事業における連携教育では、大学と附属学校の「育成したい

人間像」についての要素を確認することを行った。北海道教育大

学の３つの人材育成指標、附属札幌小学校の３つの子ども像、附

属札幌中学校の４つの子ども像を検討した結果、以下の４つの共

通する育成したい人間像を導き出すことができた。

・探究心をもち学び続ける人間

・広い視野をもち、考え、行動できる人間

・人との関わりを大切にする人間

・共に生きることのよさを感じる人間

これらの共通の育成したい人間像を踏まえ、大学及び附属学校

が連携し、子どもたちの教育を推進したいと考えている。

現在、札幌小学校・中学校・ふじのめ学級間で進めているグロ

ーバルマインド育成のための連携教育は、理論や指導内容の提案

だけではなく、できるだけ実践を行い提案し追試できるようにす

ること、９年間において育むべきキーコンピテンシーを明らかに

することを重視している。そのため小学校・中学校・ふじのめ学

級の教員が共に先進的な研究に学び、授業実践について議論・検

証を重ねる、より実践的な研究に取り組む。

また、各学校では発達障がいのある児童生徒、教室に入れなか

ったり不登校だったりする児童生徒への支援や保護者対応につい

ての課題が多い。その課題解決、及びグローバルマインドの育成

に向けて、これまでの通常学級と特別支援学級の交流教育の取組

を継続し、充実させていくことで、障がいのある児童生徒や不登

校等で特別な支援を要する児童生徒への教育について、小学校・

中学校・ふじのめ学級との連携で行う場合の「合理的配慮」を含

む指導の在り方についての実践研究に取り組む。

成果と課題

（活動の成果と課題に

ついて、500字程度で

記述）

〈成果〉

小学校・中学校・ふじのめ学級における９年間の教育、児童生

徒の育成に着目した教育観の共有のもとに取組を進めたことで、

教師側の視点からも異校種への理解がより深まり、９年間という

義務教育の教育課程で子どもの成長を捉える意識が醸成されてい

る。また、年々増加傾向にある個別指導の必要な児童生徒、保護

者への対応も含めて、小中間の情報の共有を綿密に行うことがで

きたことで、的確な児童生徒への指導や保護者対応ができた。ま



た、異校種合同の取組について、ねらいや評価規準等を整理する

ことで、学びの深まりにつながったと考える。教職員間の協働意

識を高めることで、活発な意見交流ができるだけでなく、新たな

取組へのアイデアやモチベーションにもつながっている。

９年間の教育を見据え、教育目標、目指す子ども像、異校種の

接続の在り方、教育課程等の視点について再考し、これからの連

携教育について改めて確認することができた。

〈課題〉

今後の課題は、現在も行っているスクールカウンセラーや大学

の臨床心理学教授との連携等を含めた学びの支援体制をより組織

的に進めることで、校種間の連携に専門的な知見を取り入れなが

ら、より密にした支援計画・実施を行うことである。また、合理

的配慮の必要な児童生徒への教科指導の充実についても、具体的

な支援計画や方策、実施の検討が必要である。

今後の発展性

（残された課題の解決

方策及び取組の方向

性について、500字程

度で記述）

今年度は、昨年度に引き続き、コロナ禍のため通常の活動がで

きず、下記に想定される今後の発展可能性は、従前の状況に一定

程度戻った状態を想定して記述する。

小学校・中学校・ふじのめ学級の連携を一層深めるために、学

校行事や日常交流をはじめ、異学年交流や相互交流授業等、教科

枠の拡大と共同学習推進に向けた年間計画及び授業内容を検討

し、継続した授業実践に取り組んでいく。連結した校舎を生かし

た９年間を通じた教育課程を見据え、小学校・中学校・ふじのめ

学級での合同会議を継続し、方向性を確認しながら研究を推進し

ていく。今後もグローバルな視野をもち、多様な社会の人々と共

に生きるための態度や技能を身に付け、持続可能な社会づくりの

担い手となる児童生徒を育成するためにも、これからも組織的か

つ一体的な取組を継続して行く必要がある。

また、これらの連携の取組の成果を閲覧可能な状態にまとめ、

札幌市内外の公立学校等に発信することで、各校の現状に応じた

活用が可能となる。また、札幌市の研修講座とのタイアップによ

る講師派遣や、要請に応じ、各校の校内研修会等に赴き、小中連

携やインクルーシブ教育という課題について、共に学び合う視点

からの助言も可能である。公立学校等のモデル校としてのあり方

についてもさらなる発展に向けて検討の必要がある。

事業の公表状況

（事業をＨＰで公開し

た場合、又は新聞等

に掲載された場合、

当該媒体名、掲載日

等を記入）

・小学校・中学校それぞれの教育研究大会紀要に掲載（育むべき

資質・能力）

・「グローバルな視点を基にした小・中・ふじのめ学級連携教育」

（平成31年３月18日発刊）のデジタル版をホームページ（附属中）

に掲載し、広く活用できるようにしている。（継続）



（注）当該事業に係る写真等の参考となる資料がある場合は、この事業報告書に添付する

こと。

支出実績額内訳                   （附属学校名 札幌 ）

区  分 予算額 支出実績額 内訳（簡潔に記載すること）

旅  費

謝  金

備 品 費

消耗品費

そ の 他

千円

265

800

千円

265

800

①小中一貫教育全国サミット参加

②ユニバーサルデザイン研究会参加

③小中一貫教育研究会参加

人件費（非常勤講師）

①小学校

週 5時間 時給 2000円

 2000 円×5時間×30 週

②中学校

週 5時間 時給 2000円

 2000 円×5時間×30 週

③ふじのめ学級

週 5時間 時給 2000円

 2000 円×5時間×20 週


